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人
事
考
課
の
改
善
の
た
め
に

田

杉
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企
業
心
中
で
一
定
の
職
務
を
割
当

τ
b
れ
た
人
々
が
、
こ
れ
を
期
待
さ
れ
た
通
り
に
遂
行
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
、
も
し
遂

行
度
が
不
十
分
た
ら
ば
そ
れ
に
対
す
る
処
置
を
と
る
こ
と
は
、
管
理
組
織
を
有
効
に
運
営
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、

人
は
自
己
申
努
力
K
対
し
て
公
平
な
一
評
価
と
、
待
遇
を
」
コ
え
ら
れ
た
い
と
い
う
基
本
的
欲
求
を
も
ワ
て
い
る
か
ら
、
企
業
は
各
人
の
職

務
自
遂
行
度
h

可
能
力
に
応
じ
て
昇
給
、
明
月
進
な
ど
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
人
は
現
在
白
活
動
能
力
以
上
区
、
仲
び

る
潜
夜
的
能
力
を
も
っ
て
い
る
。
適
当
な
教
育
訓
練
に
よ
っ
て
モ
の
よ
う
な
潜
在
能
力
を
引
出
す
己
と
は
企
業
に
と
っ
て
望
ま
し
悼
こ

と
で
あ
る
ば
か
り
か
、
各
人
も
自
己
の
成
長
に
喜
び
を
感
ず
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
人
に
と
っ
て
仰
が
優
れ
て
い
る
か
、
何
が
足
り
た

い
か
を
見
出
す
こ
と
が
教
育
訓
練
の
前
提
で
あ
る
。
こ
れ

b
三
つ
の
必
要
か
ら
と
ら
れ
る
人
事
管
理
上
の
手
法
が
人
事
考
課
に
ほ
か
た

b
左
い
。
す
友
わ
ち
人
々
白
職
務
の
遂
行
度
と
能
力
と
を
一
評
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は

ω管
理
組
織
を
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
し
、

ω公
平
友
処
遇
を
処
え
、
助
教
育
訓
練
に
上
っ
て
人
々
白
能
力
を
伸
長
す
る
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
る
に
人
が
人
を
一
評
価
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
設
い
。
客
観
的
な
評
価
の
尺
度
が
求
め
ら
れ
る
か
、
主
抑
制
的
・
恋
意
的
な

判
断
が
混
入
し
な
い
か
、
と
れ
に
工
っ
て
経
営
者
白
従
業
員
に
対
す
る
圧
力
が
い
っ
そ
う
加
重
さ
れ
な
い
か
、
な
ど
の
疑
い
が
抱
か
れ
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る
o

そ
し
て
し
ば
し
ば
労
働
組
合
の
反
対
に
あ
っ
て
中
止
し
作
会
社
も
あ
る
。

わ
が
国
で
は
人
事
考
課
を
実
施
し
て
い
る
企
業
は
か
た
わ

J

多
い
。
昭
和
三
五
年
人
事
院
が
民
間
企
業
に
つ
い

τ行
っ
士
調
査
に
上
れ

ぽ
、
全
社
的

r
こ
れ
を
実
施
し
て
い
る
も
白
が
八

0
・
一
%
に
の
ぼ
り
、
部
分
的
に
実
施
し
で
い
る
も
の
を
加
え
れ
ば
九

O
併
に
近
川
。

し
か
し
な
が
ら
人
事
考
課
が
何
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
見
る
と
、
昇
給
、
昇
進
の
資
料
と
す
る
も
の
が
四
八
・
七
併
、

給
与
の
配
分
比
率
を
決
定
す
る
た
め
と
す
る
も
の
が
、
二

0
・
五
併
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
賃
金
お
よ
び
昇
進
と
い
う
処
遇
上
の
資
料

と
す
る
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
七
し
か
に
乙
れ
は
人
事
考
課
の
大
き
た
目
的
で
あ
る
が
、
さ
さ
に
あ
げ
た
他
の
二
目
的
、
ず
な

わ
ち
経
営
管
理
、
治
よ
び
教
育
訓
綜
の
資
料
と
す
る
と
い
う
点
を
も
併
せ
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
次

rア
メ
リ
カ
に
治
け

る
人
事
考
課
の
実
態
視
察
と
研
究
と
を
通
じ
て
、
若
干
の
考
察
を
加
え

τみ
た
い
。

な
お
ア
メ
リ
カ
で
も
人
事
考
諜
は
必
b
ず
し
も
ひ
ろ
く
実
施
さ
れ
て
は
い
た
い
。
全
国
産
業
調
査
協
議
会

(
Z巴
己
日
ι
F
E
ω
E
m
H

円
。
民

2
0ロ
自
由
。

R
B
)
調
査
に
よ
れ
ば
通
常
白
人
事
考
課
を
実
施
す
る
会
社
は
労
働
者
(
時
間
給
)
に
つ
い
て
三
九
%
、
職
員
に
つ
い

て
四
一
%
で
あ
る
が
、
こ
の
比
率
は
着
実
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
そ
白
ほ
か
に
あ
る
期
間
を
お
い
て
考
課
を
実
施
し
て
い
る
会
社

も
あ
る
。ω

安
楽
定
信
編
、
人
事
考
課
、
昭
和
三
六
年
、
四

l
五
頁
。
三
O
じ
頁
以
下
。

ω
z
n
gロ
巴
同

E
E
E
P
Z
E
Z
g
o
o
p買
L

』
ミ
さ
量
失

ho守
尽
き
号
室
町
G
、
印

zpouE吋
OHmcSOEO-3屯

Z
0
5・
Hog-

H
u
u
・

人
事
考
課
の
一
般
的
手
続

第
一
線
労
働
者
と
監
督
者
、
管
理
者
と
で
は
職
務
の
内
容
が
異
た
る
。
第

J

線
労
働
者
は
モ
の
職
務
の
大
部
分
が
与
え
ら
れ
た
標
準



的
な
作
業
方
法
と
作
業
量
と
を
凪
突
に
遂
行
す
る
こ
と
に
あ
る
。
主
と
し
て
技
術
的
知
識
と
熟
練
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
も
と
よ
り
飢

志
性
平
協
調
性
の
よ
う
主
態
度
の
問
題
も
あ
る
が
、
自
己
の
判
断
士
用
い
る
余
地
は
少
在
い
。
モ
れ
に
反
し
、
部
下
を
も
っ
庶
督
者
、

管
理
者
白
職
務
は
、
部
下
を
指
導
し
、
協
力
企
し
め
、
ま
た
種
々
の
例
外
的
事
態
に
処
し
て
判
断
す
る
と
い
う
よ
う
た
、
弾
力
的
在
、

ま
た
数
量
的
基
準
で
表
現
し
に
く
い
も
む
が
多
い
。
管
理
階
層
の
の
ぼ
る
に
従
い
、
技
術
的
知
識
よ
り
も
管
理
的
技
能
の
比
重
が
大
き

く
な
る
。
己
の
ほ
か
に
原
則
と
し

τ部
下
を
も
つ
こ
と
な
く
、
専
門
的
、
技
術
的
能
力
の
み
を
働
か
す
職
務
、
す
な
わ
ち
技
術
者
、
可
〈

タ
y

フ
と
し
て
の
専
門
職
の
も
白
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
職
務
の
性
質
が
異
な
る
た
め
に
、
人
事
考
課
は
通
常

ω工
員
、
事
務
員
(
タ

イ
ピ
ス
ト
白
ご
と
き
)
、

ω監
督
者
、
管
理
者
、
ゆ
専
門
技
術
者
(
吋
B
P
S
E
E
-
)
と
少
な
く
と
も
三
杭
類
白
異
ヮ
た
一
評
定
椋
式
が
用

い
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
主
と
し

τ監
督
者
、
管
理
者
(
冨

E
お
司
ま
た
は
閏
M
n
o
E
C
4
0
と
吋
ば
れ
る
。
己
の
場
令
は
必
ず
し
も
ト
ッ

プ
・

7

ネ
ジ
メ

γ
ト
を
意
味
し
な
い
)
に
づ
い
て
論
ず
る
。

い
か
な
る
項
目
に
つ
い
て
評
定
が
行
わ
れ
る
か
。
企
業
に
よ
っ
て
か
な
り
多
く
臼
項
目
に
つ
い
て
評
定
し
、
従
っ
て
職
務
能
力
と
職

務
遂
行
度
と
の
両
者
を
含
む
も
の
と
、
比
較
的
少
数
の
項
目
に
つ
い
て
許
定
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
は
主
と
し
て
職
務
遂

行
の
量
と
質
が
評
定
さ
れ
る
。
要
す
る
に
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
能
力
の
評
定
は
困
難
が
多
い
の
と
、
現
在
白
職
務
遂
行
い
か
ん
が
主

た
る
問
題
で
あ
る
か

b
、
後
者
に
重
点
が
お
か
れ
、
名
称
も
近
宜
豆
O
H
H
E
r
-口
問
よ
り
も
』
。
『
日
出
片
岡
日
E
E
B
m司
有
自
由
「
司
号
』

同

OH.日
山
口
n
o
H
0
4
5
4司

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
H
こ
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
b
た
い
。
許
点
は
各
項
目
に
つ
い
て
五
段
階
(
と
く
に
優

れ
て
い
る
、
良
い
、
普
通
、
や
や
不
十
分
、
不
十
分
な
ど
〕
が
多
い
が
、
三
段
階
あ
る
い
は
十
段
階
、
も
し
く
は
%
の
も
の
も
見
ら
れ

る。
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課
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A 一般的事項

1 職務上の知識仕事の手続についてよく知っているか。

2 経験勉強によって得られた技能と実際的な知識。

3 会社の情報の理解 会計の一般的，具体前方針を知うているか。

4 熱意 積極的な部午むな仕事ぷり。

5 性格生活環境に意識的，無意識的に適応しているか。地位に相応してグ

ヲプ中協会などに参加しているか。

6 印象外からみた印象υ

7 精一神的能力 判断力や創意性。

B 職 務遂行

1 遂行能力割当てられた職務を遂行する能力。

2 協調性共同の利益のために協力する程度。

3 責任感 よるこんで責任をとる態度。

4 f]lj意性新しいやり方を考える意欲在能力。この一年間にどんな提案をし

ずこカ、。

5 表現)J 考え方ゃ感情を表現する能力。

6 'T-算の実現 売上高，経費の管担L利益の管理。

7 部門の状態 整理整頓，仕事に対する注意刀。

C 管迎能力

1 人の扱い方 何人f阿人の差 ~jjl村辿j弾L-.評価し指導する能力。

2 部下の育成 職務を委設することができるか，このー年間に何人を育成し

井進させたか。

権限の委譲特定の職務を委譲したか。

計画と組織化権限を委識し，作業主順調にやらせる計岡をする乙とがで

きるか。

見通し 予想し，了，見する力，どんな問題を予越し処理したか。

会社方針白徹氏 会社への忠誠心を部下に徹底させるこ L

総合評価
1. 2. O. 4. 5 

比較的多項目の例 (AldensInc 管理者用〉

3 
4 

戸
d 

6 

四

箔

号

四

E 少数項目白例 (InlandManufacturing J)lvislOn， General Motors) 

1 仕事の量処理した仕事由量と執務時間自利川。

2 仕事の質仕事の正確き，精密さ。

3 指市白遵守手続を守り指示に従うこと。

4 責任感進んで仕事:の責任をとり，監督がいなくても遂行する。

5 勤怠欠勤，遅刻の有無。

6 事11窓性 仕主主や会社の福利のためにアイディアを生みだす。

7 判断力 常識，分析力やものの考え方を活用する。

自 協力的態度会社，監督者，仲間に対寸』る協刀的態度U

9 一般的性向学習能力と適応刀ロ

10 仙人的性格印象，社交性，堅実さ。

11 潜在能力組織的，計画的能力やりーダ シップの能力，自己啓発の努力。



と
れ
b
人
事
考
課
に
お
い
て
評
定
さ
れ
る
項
目
は
比
較
的
少
数
に
す
る
と
と
も
に
、
職
務
能
力
よ
り
も
現
在
割
当
て
ら
れ
た
職
務
心

遂
行
度
を
重
視
す
る
の
が
最
近
白
傾
向
で
あ
る
。
た
だ
り
そ
白
場
合
に
客
観
的
評
価
を
布
う
た
め
の
前
提
汗
一
友
る
の
は
職
務
の
内
容
で
あ

る
か

b
、
職
務
分
析
に
も
と
ず
い
て
職
務
記
述
害
を
で
き
る
だ
け
的
確
に
規
定
し
て
む
く
ζ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

次

r述
へ
る
。

個
々
の
一
項
目
に
つ
い
て
の
評
価
が
行
わ
れ
ず
次
の
段
階
は
、
総
合
評
価
を
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
人
々
の
長
所
短
所
を
挙
げ
、

そ
の
長
所
を
伸
ば
し
鋭
所
生
補
う
た
め
臼
処
置
を
記
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
処
置
と
し
て
は
昇
進
、
配
置
転
換
(
よ
り
適
し
た
職

務
に
移
し
、
あ
る
い
は
ひ
ろ
い
経
験
を
粧
ま
せ
る
た
め
に
〉
、
訓
練
、
解
一
屈
な
ど
が
あ
る
。

わ
が
闘
に
治
け
る
人
事
考
課
は
こ
れ
ま
で
の
段
階
に
終
る
こ
と
が
多
く
、
か
つ
評
定
内
容
は
本
人
に
見
せ
た
い
の
が
普
通
で
あ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
あ
L

ど
で
評
定
者
が
詐
定
さ
れ
た
も
の
と
面
接
す
る
。
面
接
し
て
、
評
定
内
容
を
説
明
し
、
本
人
白
血
一
品
見
を
聞
い
て

納
得
さ
せ
る
し
仁
と
も
に
、
将
来
の
た
め
の
処
骨
を
も
理
解
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
納
得
し
た
と
き
、
評
定
者
と
と
も
に
被
評
定
者
に
署
名

古
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
事
考
課
が
は
じ
め

τ終
結
す
る
o

一
市
川
ム
表
が
人
事
部
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
な
同
。

こ
の
よ
う
に
評
定
後
の
手
続
は
わ
が
困
と
ア
メ
リ
カ
と
で
非
し
く
呉
た
る
。
ゐ
そ

b
く
面
接
、
協
議
と
い
う
手
続
は
主
と
し
て
人
事

考
一
認
の
円
的
が
た
ん
に
調
整
だ
け
で
な
く
、
組
織
符
閣
は
と
教
育
訓
練
へ
心
手
段
と
し
て
も
利
用
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
ま
た
、
被
評
定
者
に
納
得
さ
世
る
の
に
も
大
き
く
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
、
わ
が
閤
で
も
考
慮
に
値
い
す
る
点
と
考
え
ら
れ
る
。

h
A
b
唱
詰
N

詰
同
。
h
h
o
ω
M
u
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出
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O
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2
2
2
出
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よ
り
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出
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具
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、
山
首
、

E
E
s
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同
U
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G
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E
G
M
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示
、
言
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言
E-
〉
ロ
〉
冨
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E
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W
H
C日
白
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)
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ノ、

職
務
内
容
の
明
確
化

職
務
の
遂
行
度
を
零
倒
的
に
評
定
す
る
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
果
す
べ
き
職
務
の
内
容
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
加

己
と
は
い
う
ま
で
も
在
い
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
職
務
分
析
に
よ
っ
て
、
各
職
位
の
職
務
記
述
書
、
あ
る
い
は
職
務
権
限
規
定
が
で
き
る
だ

け
詳
細
か
つ
的
確
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
職
務
一
記
直
書
は
、
付
職
位
の
概
要
、
ゆ
責
任
と
権
限
、
同
監
督
関
係
、
同
問
職

務
に
必
要
な
資
格
(
教
育
訓
練
、
経
験
な
ど
)
を
ふ
く
む
の
が
普
通
で
あ
る
。
も
っ
と
も
職
務
分
析
に
よ
る
職
務
記
述
書
は
、
単
に
人

事
考
剖
怖
に
用
い
ら
れ
る
ば
か
り
で
た
く
、
経
営
管
問
の
基
礎
的
資
料
で
あ
り
、
こ
と
に
職
務
給
を
定
め
る
と
賓
の
職
務
評
価
に
も
役
立

つ
。
わ
が
国
で
現
十
代
職
務
分
析
が
重
視
さ
れ
、
各
企
業
が
努
刀
し
て
い
る
の
は
、
ギ
と
し
て
こ
の
最
後
の
点
で
あ
る
が
、
実
は
左
か
た

か
存
易
で
は
を
い
o

乙
L

ど
に
、
わ
が
国
心
ご
と
く
責
任
権
限
の
配
分
が
従
来
不
明
確
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
現
状
を
分
析
し
℃
も
、
そ

の
次
に
と
れ
を
整
備
し
で
、
妥
当
た
配
分
に
す
る
と
い
う
裸
婦
が
獲
る
。
ま
た
職
務
分
析
は
第
一
線
労
働
者
の
場
合
に
は
、
作
業
の
種

類
、
標
準
作
業
置
、
彼
監
骨
関
係
、
報
告
経
路
左
ど
が
存
易
に
確
定
し
う
る
の
に
反
し
て
、
監
督
者
以
上
に
あ
っ
て
は
責
任
と
権
限
新
た

ん
『
一
般
的
表
現
で
一
不
す
ば
か
り
で
た
く
、
具
体
的
な
職
務
遂
行
の
手
引
と
た
る
ほ
ど
に
詳
細
に
記
述
す
る
と
と
は
か
た
り
閃
難
で
あ

る
。
職
務
が
あ
る
幅
を
も
ち
、
種
々
の
状
況

rよ
っ
て
判
断
し
、
決
定
を
下
す
性
質
の
も
の
、
い
わ
ゆ
る
判
断
職
務
が
多
い
か
ら
で
あ

資す
料る
にか
ょに
ってコ
てい

現て
訂正努
む力
成を
果重
をれ
紹つ
介っ
しあ
てる
み
ょこ
う))己
。に

は

る
。
慌
督
者
、
管
理
者
の
一
職
務
記
述
書
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
で
も
か
れ
り
困
難
を
感
じ
て
、
近
年
モ
れ
を
い
か
に
具
体
的
社
も
の
に

ア
メ
リ
カ
経
蛍
者
協
会

(
P
E
q
R
S
冨

E
N四
⑦
自

E
H
K戸田
o
白
色
。
ロ
〕
の

古
ず
、
通
背
の
職
務
分
析
に
よ
っ
て
、
職
務
記
述
書
が
作
ら
れ
、
前
記
の
よ
う
な
事
唄
が
か
た
り
具
体
的
な
形
で
記
述
さ
れ
る
。
会



Z
5
7
1
 

社
に
よ
つ
で
は
、
こ
れ
を
要
綱
(
手
引
書
)
に
ま
と
め
て
評
定
者
に
配
布
し
、
つ
ね
に
こ
れ
を
徹
底
さ
せ
る
主
う
に
努
め
て
U
る。

人
事
考
課
の
目
的
か
ら
は
、
職
務
記
述
書
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
次
の
工
う
念
事
項
が
附
け
加
え

b
れ
る
。

一
つ
は
、
職
務
に
つ
い
て

期
待
さ
れ
る
主
要
成
果
、
他
は
測
定
基
準
で
あ
り
、

r一
れ
に
よ
っ
て
訴
価
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
d

な
も
の
に
す
る
わ
け
で
あ
る
。
期
待

さ
れ
る
主
要
成
果
と
は
、
た
と
え
ば
工
場
長
に
つ
い
て
は
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
る
。

(ー)

単
位
コ
ス
ト
は
他
社
と
競
争
で
き
る
も
白
で
た
け
れ
ば
た
b
向。

ゆ

納
期
金
厳
守
し
、
遅
延
を
で
垂
る
だ
け
少
な
J
、
す
る
。

国

品
質
は
広
告
し
た
標
準
に
厳
に
合
致
し
な
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。

個)

設
備
の
補
修
士
怠
っ
℃
作
業
中
止
を
さ
せ
て
は
な
ら
ぬ
。

同

間
接
経
費
を
で
空
る
だ
け
節
約
す
る
。

ゲ申

在
庫
を
極
度
に
減
少
す
る
。

t凶

労
使
関
係
主
安
定
す
る
。

内

工
場
安
全
を
確
保
す
る
。

。。
工
程
を
あ
る
程
度
弾
力
的
に
し
、
販
売
は
あ
ま
り
先
ま
で
厳
密
な
予
定
士
立

τる
e

へ
き
で
友
い
。
特
急
注
文
も
相
当
程
度
に
充

す
べ
き
で
あ
る
。

測
定
基
準
と
い
っ
亡
も
監
督
者
、
管
理
者
の
場
合
は
、
数
量
的
標
準
と
尺
度
は
必
ず
し
も
見
出
せ
な
刊
か
ら
、
あ
る
程
度
ま
で
質
的

な
標
準
に
よ
る
こ
と
も
や
む
を
え
た
い
。
し
か
し
た
と
え
ば
、
さ
き
の
工
場
長
に
つ
い
て
期
待
さ
れ
る
主
要
成
果
に
対
応
し
て
次
の
よ

う
た
基
準
が
用
い

b
れ
る

人
事
考
課
の
改
善
の
た
め
に

第
八
十
九
巻

第

号

七

七



人
事
考
課
り
改
善
む
た
め
に

第
八
十
九
巻

i¥. 

i¥. 

第
一
号

ωリ

標
準
作
業
時
問
、
標
準
原
価
と
の
差
具
。

tキ

納
期
と
実
際
納
品
時
の
対
比
記
録
、
遅
延
回
数
。

国

消
費
者

ω苦
情
の
数
、
販
売
員
の
苦
情
の
数
、
不
良
率
、
検
査
結
果
。

岡阿

補
修
不
完
全
札
よ
る
休
止
日
数
、
千
時
間
あ
た
り
修
理
費
。

(tj 

直
接
費
と
間
接
費
白
比
率
、
開
接
経
費
の
吸
収
程
度
。

在
庫
量
、
在
庫
回
転
数
白
動
向
。

(1;) 

ス
ト
ラ
イ
キ
白
回
数
と
日
数
。

れ)

災
害
の
頻
度
と
強
度
。

。。
異
常
事
態
。

こ
の
ほ
か
、
し
ば
し
ば
一
許
定
者
と
被
評
定
者
が
協
議
し
て
、
次
の
一
年
聞
の
日
棋
士
設
定
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
る
。
そ
れ
に
は
、

ω

遂
行
度
士
は
か
る
た
め
職
務
に
フ
い
て
の
特
定
目
標
と
、

ω被
評
定
者
の
能
力
伸
張
を
は
か
る
た
め
の
自
己
啓
発
の
日
椋
と
白
二
種
類

が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
評
定
全
容
易
た
ら
し
め
る
補
足
的
標
準
と
な
り
、
か
つ
被
一
評
定
者
に
能
力
仲
張
の
意
欲
を
起
さ
せ
る
と
こ
ろ
に

特
色
が
あ
る
G

最
近
大
会
社
で
己
の
測
定
基
準
を
併
用
す
る
も
臼
が
、
ふ
え
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
E
C
A
や
ウ
ェ
ス
チ
y
F
h
ウ
丸
、

ゼ
ネ
ラ
ル

E

モ
ー
タ
ー
ズ
在
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。

職
務
記
述
書
の
上
一
記
の
事
項
は
職
務
の
う
ち
、
技
術
的
な
諸
側
面
で
あ
る
。
監
督
者
、
管
理
者
に
お
い

τは
、
り
て
の
他
に
監
督
、
計

面
、
指
導
の
ご
と
き
特
有
心
臓
務
が
あ
り
J
」
れ
も
ま
た
評
価
の
対
象
と
な
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
程
の
技
能
は
技
術
的
側

面
に
比
べ
て
数
量
的
な
評
価
基
準
が
求
め
に
く
い
か
ら
、
測
定
が
困
難
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
内
容
を
で
き
る
だ
け
詳
細
か
っ
具
体



的
に
記
述
し
て
、
一
評
定
者
に
よ
っ
て
一
評
価
基
準
が
異
る
こ
と
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
他
方
、
被
評
定
者
の
と
っ
た
客
観
的
行
動
に
照
ら
し

て
評
価
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
こ
の
困
難
を
克
服
す
る
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
き
に
例
示
し
た
評
定
項
目
に
お
い

て
も
、
技
術
的
側
面
と
管
理
的
側
面
と
が
裁
然
と
区
別
さ
れ
ず
に
併
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
見
ら
れ
る
が
、
項
目
の
性
質
の
相
異
、
し

た
が
っ
て
測
定
な
い
し
評
定
方
法
。
相
具
が
あ
る
己
と
を
評
定
者
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
、
評
定
を
で
き
る
だ
り
客
観
的
な
も
の
に
す

る
の
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
白
よ
う
な
管
理
能
力
と
し
て
は
次
の
ご
と
き
も
の
が
重
要
で
あ
る

G

付

会
社
の
基
本
方
針
キ
目
標
に
照
ら
し
て
、
か
っ
長
期
的
観
点
か
ら
、
計
画
を
樹
立
し
、
ま
た
計
画
樹
立

に
参
画
す
る
。
こ
の
と
き
原
価
意
識
や
、
行
動
と
結
果
と
の
あ
い
だ
に
起
り
う
る
時
間
的
ず
れ
、
会
社
と
し
て
、
符
理
者
と
し
て

長
期
的
計
画
の
能
力

統
制
し
え
さ
る
要
因
な
ど
に
つ
い
て
の
一
認
識
も
必
要
と
さ
れ
る
。

り

決
断
力

判
断
を
下
す
の
に
は
状
況
に
応
じ
た

h

ま
た
そ
の
場
合
に
も
ラ
と
も
盈
要
な
、
い
わ
ゆ
る
戦
略
的
在
民
困
を
と

b
え

て
こ
れ
を
行
わ
ね
ば
な
b
な
い
。
す
た
わ
ち
復
雑
な
状
況
の
判
断
、
代
案
(
匡

E
2巳
H
4
0
ω
)

と
り
重
要
性
一
ω
比
較
な
ど
、

し、

わ

ば
弾
力
性
あ
る
決
断
力
が
必
安
L
(

さ
れ
る
。

国

職
務
上
白
計
画
、
組
織
能
刀

利
用
し
う
る
人
と
設
備
に
よ
っ

τ有
効
な
活
動
を
行
う
計
画
を
立
て
ね
ば
な

b
な
い
。

料。

統
括
わ
よ
び
指
導
の
能
力

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ジ
ョ
ン
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
ジ
y

。
フ
を
活
胤
し
て
部
ド
ー
の
活
動
に
方
向
を
与
え
、
か

つ
モ
の
積
極
的
態
度
を
川
引
き
出
す
こ
と
で
あ
る
が
、
同
時
に
部
下
相
立
聞
の
融
和
を
維
持
す
る
こ
と
も
そ
の
責
任
の
一
部
を
な
す

U

伺

権
限
を
委
譲
し
部
下
を
育
成
す
る
能
力

部
下
に
で
き
る
だ
け
権
限
と
職
務
を
委
譲
し
て
、
か
れ
ら
む
積
極
的
進
行
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
結
栄
を
評
価
し
指
導
を
加
え
て
、
部
下
の
能
力
を
伸
張
さ
官
。
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
け
だ
し
職
務
を
部
下

人
事
考
課
の
改
善
の
た
め
に

第
八
十
九
巷

九

第

号

九



人
事
考
謀
。
改
普
の
た
め
に

第
八
十
九
巻

。
第
一
号

O 

に
委
譲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
一
卜
は
自
主
性
を
誌
め

b
れ
る
か

b
、
積
極
的
な
吉
田
欲
を
も
っ
て
遂
行
に
努
力
す
。
。
ま
た
教
育

訓
練
は
た
ん
に
教
室
に
治
け
る
も
の
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
上
位
者
が
部
「
に
職
務
を
遂
行
さ
せ
な
が
ら
、
た
え
ず
ヨ

1

チ
ず
る
こ
と
が
重
要
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
近
年
ζ

の
こ
と
が
と
く
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
管
理
者
的
技
能
の
評
定
は
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
K
被
評
定
者
の
一
般
的
印
象
で
な
く
、
具
体
的
行
動
を
見

τ、
そ
の
遂

行
度
、
有
効
度
を
判
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
考
課
表
に
は
モ
の
こ
と
が
と
く
に
注
意
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。

2
 

回。出、⑦

-
h』町

凶

DENssh
同
N
G
h
呈
Eω
可
2
Hミ
s
a
R町
、
司

A
H
H
l
O
A
H
-

0日
ν

n

H仲
』

]
U

田
町
1
h
w
U四

個
人
的
能
力
の
評
価

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年
の
人
事
考
一
課
は
M
o
F

官
民
司
自
自
由
右
目

)
3自
己
あ
る
い
は
思
ユ
耳
目

E
B
H
0
3
0
4司
と
よ
ば
れ
る

よ
う
に
、
主
と
し
て
現
実
日
職
務
遂
行
白
質
量
に
つ
い
て
評
価
し
、
個
人
的
能
力
に
対
す
る
評
価
は
二
義
的
に
考
え

b
れ

τい
る
。
そ

れ
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

口)

経
営
管
理
を
有
効
に
行
う
に
は
人
的
能
力
よ
り
も
、
現
実
の
職
務
遂
行
と
い
う
行
動
の
ほ
う
が
問
題
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
ジ
ッ

プ
諭
に
沿
い

τも
、
か
つ
て
は
リ
ー
ダ
ー
に
望
ま
し
い
資
質
干
能
力
が
重
視
さ
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
能
力
を
す
べ
て
具
備
す
る
己
と

は
事
実
上
困
難
で
あ
り
、
む
し
ろ
近
年
は
状
況
に
応
ず
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
白
行
動
が
重
要
と
さ
れ
て

w
h
o
か
り
に
い
く
つ
か
の
能

力
を
具
え
て
い
て
も
、
職
場
の
ふ
ん
い
き
干
上
位
者
φ
監
督
い
か
ん
で
、
ま
た
そ
の
人
の
荒
欲
が
高
く
な
け
れ
ば
と
れ
を
発
揮
す
る
と

は
限
ら
左
い
。
能
力
金
直
接
測
定
す
る
よ
り
も
、
い
か
に
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
か
を
一
評
定
し
、
ま
た
発
揮
す
る
よ
う
に
指
導
寸
る
か



が
必
要
な
の
で
あ
る

(2) 

第
二
に
、
行
動
は
客
観
的
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
あ

b
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
標
準
に
照
ら
し
て
一
評
定
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
の
に
対
し
、
能
力
は
行
動
の
背
後
に
あ
る
要
素
で
あ
っ
て
、
直
接
に
己
れ
を
測
定
す
る
客
観
的
尺
度
が
な
い
。
一
評
定
の
客
観
性
を

保
持
ず
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
い
か
な
る
能
力
な
い
し
資
質
を
と
り
あ
げ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
客
観
的
基
準
が
見
山
し
が
た

い
。
人
の
性
格
を
形
づ
く
る
と
考
え
ら
れ
る
要
素
は
一
万
八
千
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
概
念
は
重
複
し
た
り
、
定
義

が
困
難
で
、
職
務
に
対
す
る
重
要
性
に
至
っ
て
は
、
た
だ
経
験
的
に
判
断
す
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
最
近
白
人
事
考
課
は
現
実
白
職
務
の
遂
行
を
一
許
定
ず
る
こ
と
に
重
点
を
お
さ
、
能
力
の
評
定
は
モ
れ
を
補
完
す

る
も
の
と
し

τ、
二
義
的
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
モ
し
亡
こ
れ
を
併
用
す
る
場
合
に
も
、
モ
れ
ら
能
力
資
質
を
示
す
用

語
が
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
意
味
に
解
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
説
明
金
加
え
る
配
慮
が
加
え
ら
れ
る
。

比
較
的
多
く
用
H
ら
れ
る
能
力
資
質
白
項
目
は
次
回
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

け

知
力

新

b
し

w
状
況
を
処
理
す
る
た
め
に
用

w
b
れ
る
知
識
と
理
解
力
、
い
い
か
え
れ
ば
一
方
に
知
識
の
吸
収
力
、
分
析
力
、

判
断
力
た
ど
が
意
味
さ
れ
る
が
、
同
時
に
か
か
る
能
力
的
要
素
と
、
訓
練
中
、
学
習
に
工
づ
て
そ
の
人
の
な
か
に
集
積
さ
れ
た
知
識
と
が

結
び
つ
H
℃
円
る
か
ら
、
こ
れ
を
分
離
し
て
と

b
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
判
断
力
に
ワ
い
て
は
、
当
面
し
て
い
る
状
況
に
お
い

℃
何
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
か
を
、
関
連
す
る
側
同
を
も
考
え
友
が

b
判
断
す
る
こ
と
、
ま
た
タ
イ
ミ
ン
グ
の
感
覚
を
も
っ

τ適
時

忙
判
断
す
る
こ
と
、
い
か
在
る
効
呆
が
起
る
か
を
予
想
す
る
こ
と
、
な
ど
が
旺
一
管
者
、
管
理
者
の
職
務
に
関
連
し

τ評
定
さ
れ
る
べ
き

内
容
で
あ
る
。

伺

創
造
力
な
い
し
独
創
性

競
争
が
激
化
し

t

こ
と
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
重
視
さ
れ
る
現
在
、
創
造
力
は
強
く
要
求
さ
れ
る
能

人
事
考
課
の
改
善

D
t
め
に

第
人
十
力
巻

第

号



人
事
考
一
設
の
改
善
の
た
め
に

第
八
十
九
巻

第
一
号

力
む
む
と
つ
で
あ
る
。
段
近
V

カ
ゴ
大
学
白
労
使
関
係
研
究
所
(
宮
山
5
5色
同
色
川
再
出
口

mnszご
な
ど
で
創
造
力
の
豊
富
友
人
々

を
発
見
す
る
テ
ス
ト
と
、
こ
れ
を
伸
張
す
る
訓
練
方
法
と
に
フ
い
て
大
き
攻
努
力
が
注
が
れ
て
い
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
単
な
る
発
意
が

1
分
な
判
断
力
主
伴
わ
友
け
れ
ば
衝
動
的
壮
行
動
に
終
り
、
か
え
っ
て
混
乱
を
起
す
ゐ
そ
れ
が
あ
る
か

b
、
結

呆
を
予
怨
し

τ
い
る
か
、
責
任
感
を
も
コ
て
布
動
す
る
か
、
実
施
の
場
合
の
障
害
、
と
く
に
関
係
者
の
心
理
的
反
応
を
考
慮
す
る
か
、

な
ど
の
点
も
併
せ
て
評
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

巨4

確
実
性
な
い
し
信
頼
性

あ
る
期
間
予
定
さ
れ
た
行
動
を
一
貫
し
た
態
度
で
遂
行
す
る
能
力
で
あ
る
。
た
と
い
個
人
的
に
は
異

っ
た
意
見
を
も
っ
て
い
て
も
、
最
後
に
決
め
ら
れ
た
指
示
に
従
っ
て
忠
実
に
遊
行
す
る
か
ど
う
か
、
た
ど
は
重
要
た
点
で
あ
う
う
。

制

決
断
力

管
理
組
織
の
上
層
部
へ
ゆ
く
に
従
い
、
決
断
は
複
雑
な
状
況
の
も
と
で
行
わ
ね
ば
志
b
な
い
か
ら
、
困
難
で
は
あ
る

が
重
要
な
機
能
で
あ
る
。
こ
白
能
力
の
評
定
も
現
実
の
行
動
を
基
礎
と
し
て
行
わ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

国

適
応
性
と
柔
軟
性

企
業
の
在
か
で
監
督
者
、
管
現
者
の
担
当
す
る
行
動
は
、
変
化
す
る
と
き
ど
空
白
状
況
に
も
っ
と
も
適
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
b
た
い
。
つ
ね
に
固
定
し
た
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
、

一
つ
白
原
現
に
固
執
し
た
判
断
と
行
動
は
リ
ー
ダ
ー
ジ
ッ

プ
の
失
敗
を
生
む
最
大
の
原
悶
と
さ
れ
る
。
タ
ン
ネ
ソ
パ
ウ
ム
の
ご
と
き
も
こ
む
点
在
強
調
し
、
リ
ー
ダ
ー
の
柔
軟
性
を
の
ば
す
感
受

性
訓
練

3
2
2
5
q
可
ω
5
5同
)
方
式
主
主
唱
し
て
W
る
ほ
ど
で
あ
h
o
白
己
目
見
解
に
の
み
固
執
し
て
他
人
の
批
判
や
提
案
を
受

け
入
れ
た
が
ら
、
な
い
と
か
、
新
b
し
い
事
態
キ
技
術
の
発
展
を
認
識
し
た
い
と
か
、
担
当
部
門
だ
け
の
見
地
に
と

b
わ
れ
る
と
か
は
、

い
ず
れ
も
適
応
性
白
欠
如
と
見
ら
れ
る
。
か
か
る
態
度
は
仙
人
の
適
応
性
と
い
う
能
力
の
欠
如
に
よ
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の

点
は
職
務
遂
行
上
の
行
動
に
直
接
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か

b
、
能
力
の
側
面
か
ら
工
り
も
、
前
一
記
の
職
務
遂
行
度
の
一
一
項
目
と
し

て
評
定
古
る
べ
き
で
は
左
い
か
と
忠
わ
れ
る
。



F守

感
情
心
安
定
性

感
情
の
パ
ラ
Y

ス
と
安
定
性
を
欠
く
と
き
、
監
督
者
、
管
理
者
と
し
て
心
機
龍
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
?
っ

ま
で
も
な
円
。
感
情
心
起
伏
が
は
げ
し

w
か
ど
う
か
と
、
そ
れ
を
外
部
に
表
現
す
る
か
い
な
か
、
白
二
聞
が
あ
る
。

(l方

そ
の
他

正
確
性
、
積
極
性
、
強
圧
性

(
支
配
型
の
性
格
)
、

勤
勉
、
持
久
力
、
円
満
(
成
熟
)
な
ど
種
々
の
要
素
が
あ
げ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
明
確
な
定
義
の
困
難
な
も
の
も
少
な
く
な
い
。

こ
れ

b
積
ぶ
白
能
力
は
た
し
か
に
人
々
が
有
効
に
職
務
を
遂
行
す
る
の
に
必
要
た
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ

b
白
厳
笹
な
定
義

が
困
難
で
、
評
定
者
に
統
一
的
た
理
解
主
も
た
せ
る
こ
と
が
容
易
で
た
い
。
ま
た
能
力
山
測
定
に
は
客
観
的
な
尺
度
が
な
〈
、
現
実
心

行
動
か

b
な
ん
ら
か
の
推
定
を
す
る
ほ
か
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
能
ハ
ペ
資
質
の
客
観
的
な
一
評
定
は
職
務
遂
r何
度
の
評
定
よ
り
も
は
る
か

4

に
難
し
く
、
公
平
世
保
ワ
こ
と

K
問
題
が
多
円
。
の
み
な
ら
ず
一
つ
あ
る
W
は
二
ツ
の
能
力
が
優
れ
て
W
る
人
に
対
し
て
は
、
他
白
点

に
b
h
v
τ
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
も
っ
て
一
評
定
が
行
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ロ

I
効
果
が
生
ず
る
危
険
も
多
く
、
ま
た
評
定
を
す

る
上
位
者
が
部
下
を
全
体
に

H
〈
評
点
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
人
事
考
課
を
公
正
に
客
観
的
に
行
、
っ
と
と
が
困
難
だ
と
い
号
、
し
ば
し

ば
提
起
さ
れ
也
批
判
は
、

こ
白
よ
う
に
能
力
一
評
定

ω
場
合
に
い
っ
そ
う
当
て
は
ま
る
と
い
わ
ね
ば
な

b
な
い
。
己
れ
が
近
年
職
務
遂
行

度
を
よ
目
重
要
視
す
る
に
至
っ
た
主
要
友
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
ま
た
人
事
考
謀
に
加
え
ら
れ
る
批
判
モ
れ
は
た
し
か
に
人
事

考
課
の
弱
点
で
も
あ
っ
た
が
ー
に
か
ん
が
み
、
モ

ω
ほ
か
次
山
工
う
た
改
善
心
努
力
が
進
め
、
b
れ
つ
つ
あ
る
。

(3) (2) (1) 

拙
著
、
人
間
開
係
、
昭
和
三
7
1

年
、
一
二
四
百
以
下
。

国
⑦
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目

五

面
接
土
教
育
訓
練
へ
の
結
び
つ
け

公
平
か
つ
客
観
的
な
評
定
が
必
要
な
乙
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
ま
た
人
事
考
課
士
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
位
に
あ
る
も
の
が
円

か
な
る
内
容
の
職
務
を
遂
行
す
べ
き
か
を
理
解
さ
せ
、
上

P
完
全
な
遂
桁
に
努
力
宍
一
せ
る
と
止
は
、
組
織
を
有
効
に
活
動
さ
せ
る
た
め
に

必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
経
営
管
理
、
と
く
に
組
織
管
理
の
手
段
と
し
℃
こ
れ
を
活
用
し
た
け
れ
ば
た

b
た
い
。
し
か
し
た
が

b
人
間

関
係
の
角
度
か
ら
み
て
、
評
定
が
公
平
か
っ
客
観
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
人
間
の
基
本
的
欲
求
の
ひ
と
つ
が
充
さ
れ
な
い
か

b
、
む

し
ろ
人
々
の
勤
労
怠
欲
乞
妨
げ
、
不
満
、
反
感
を
買
う
乙
と
に
た
る
。
し
か
も
人
々
は
自
己
白
能
力
や
努
力
に
つ
い
て
各
自
の
思
考
の

枠
(
そ
れ
が
企
業
白
立
場
か
ら
み
れ
ば
誤
っ

τ
い
る
こ
と
も
あ
る
)
を
通
じ
て
た
ん
ら
か
の
判
断
を
も
っ

τ
い
る
の
自
信
や
過
大
評
価

に
陥
と
こ
と
が
少
左
く
な
い
。
企
業
日
立
場
か

b
み
れ
ば
正
し
い

rp価
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
、
各
人
は
不
公
正
な
、
あ
る
い
は
悪
意

白
あ
る
批
判
と
受
け
と
り
が
ち
で
あ
る
日
す
な
わ
ち
相
互
の
理
解
が
欠
け
る
と
、
そ
れ
が
不
満
白
源
と
な
る
乙
と
が
あ
る
。

こ
の
ゆ
え
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
事
考
課
に
は
、
ほ
と
ん
ど
常
に
而
接
が
必
要
た
過
程
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ

τ期
待
さ
れ
℃
い
る
職
務
内
客
と
そ
の
程
度
と
を
被
評
定
者
に
理
解
さ
せ
る
己
と
が
で
き
、
ま
た
一
評
定
結
果
に
つ
hv
て
見
解
白
相
異
が

あ
れ
ば
モ
れ
が
討
議
さ
れ
る
の
己
己
で
重
要
な
こ
と
は
、
弾
圧
的
で
な
く
被
評
定
者
が
自
由
に
意
見
を
述
べ

b
れ
る
よ
う
な
ふ
ん
い
き

士
、
面
接
の
場
に
お
い
亡
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
全
体
K
作
り
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
の
従
っ
て
一
評
定
者
も
見
落
し
て
い
た
点
が
あ
れ
ば
、

同
子
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
評
定
士
修
正
す
る
態
度
が
望
ま
し
い
n

討
議
の
結
果
、
双
方
の
納
得
に
到
達
し
亡
、
評
定
者
と
と
も
に
被

評
定
者
も
署
名
す
る
の
で
あ
る
。

た
だ
人
事
考
課
主
上
位
者
が
一
方
的
に
行
い
(
さ
ら
に
モ
の
上
位
者
が
調
整
す
る
と
し
て
も
)
被
評
定
者
に
知
b
せ
な
い
わ
が
国
の



慣
行
主
上
記
白
方
式
に
容
易
に
移
行
し
う
る
か
ど
う
か
に
問
題
が
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
面
接
に
よ
っ
て
被
一
評
定
者
の
怠
見
を
き
く
こ
と

は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
源
を
ひ
と
つ
噌
す
と
い
う
治
そ
れ
が
抱
か
れ
よ
う
。
し
か
し
面
按
の
効
果
が
上
記
の
ご
と
く
期
待
さ
れ
る
た
ら
ば
、

と
り
あ
げ
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
面
接
を
し

τも
被
一
評
定
者
が
卒
直
に
自
己
の
意
見
主
表
明
す
る
か
と
い
う
疑

問
が
あ
る
。
従
来
か

b
か
な
り
権
威
的
リ
ー
ダ
ー
シ
グ
プ
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
が
国
企
業
で
は
、
従
業
員
が
自
己
の
自
由
た
意
思
を
表

明
す
る
の
に
慣
れ
て
い
な
い
と
い
う
見
β
が
あ
る
が
、
こ
の
点
は
戦
後
し
だ
い
に
変
ヮ
て
き
た
。
よ
り
重
要
な
の
は
、
従
業
員
が
自
己

白
意
思
表
明
士
、
遣
し
ひ
か
え
る
の
は
企
業
全
体
の
独
裁
的
、
権
威
的
な
ふ
ん
い
き
が
支
配
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
従
業
員

白
態
度
は
む
し
ろ
経
営
者
治
よ
び
上
層
管
理
者
の
意
識
と
態
度
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
近
年
の
人
間
関
係
論
の
指
摘
寸
る

通
り
で
あ
る
。
後
者
全
改
善
す
る
こ
と
に
よ
ヲ
て
、
こ
の
種
の
障
害
は
か
な
り
緩
和
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
人
事
考
課
の
結
果
を
総
合
し
て
そ
り
人
の
長
所
、
短
所
を
見
出
し
、
さ
ら
に
長
所
を
仲
ば
し
短
所
を
補
強
す
る
た
め
に
、

将
来
に
向
つ
て
の
処
置
を
記
入
す
る
。
た
と
え
ど
ス
タ
γ
ダ
1
ド
・
オ
イ
ル
(
カ
リ
フ
ル
ニ
ア
〕
の
考
課
表
に
は
次
の
よ
う
た
欄
が

あ
る
。

ハ
ロ
項
目
ま
で
は
省
略
)
ゼ
ネ
ラ
ル
・
毛

1
タ
l
ズ
で
は
も
う
少
し
簡
単
た
「
井
進
可
能
性
と
自
己
啓
発
の
努
力
」
と
い
う
記

入
欄
が
あ
弘
o

3
 

1
 a 

現
在
白
職
務
配
置
に
つ
い
て

現
十
忙
の
配
世
は
適
正
か

職
務
遂
行
を
改
普
す
る
た
め
に
訓
練
、
養
成
が
必
要
か

b C 

総
合
評
価

14 

将
来
に
つ
い
て

a 

彼
の
と
く
に
優
れ
た
能
力
は
何
か
(
彼
が
良
い
成
績
を
示
し
た
職
務
内
容
な
ど
)

人
事
考
課
の
改
善
D
た
め
に

第
八
十
九
巻

五

第

号

三E



人
事
考
訓
酬
の
改
善
む
た
め
一
に

第
八
十
九
巻

プ守

第
一
号

プミ

b 

彼
の
弱
点
は
何
か
(
不
十
分
だ
っ
た
職
務
内
容
の
柿
微
な
ど
)

C 

彼
は
ど
う
い
う
タ
イ
プ
の
職
務
を
は
っ
き
り
と
好
む
か

d 

現
在
の
部
門
で
も
、
ま
た
他
の
部
門
で
も
、
ど
う
い
う
タ
イ
フ
の
職
務
に
昇
進
す
る
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か

ー

次
の
昇
進
は

(2) 

最
終
的
に
は

e 

次
の
昇
進
を
さ
せ
て
も
よ
い
の
は
何
時
ご
ろ
か

次
の
昇
進
へ
の
能
力
を
つ
け
る
の
に
ど
の
lι

う
な
訓
練
や
経
験
が
必
要
か

d
に
関
連
す
る
健
康
上
あ
る
い
は
個
人
的
考
慮
が
必
要
か

λ

タ
γ
ダ
l
ド
・
オ
イ
ル
で
は
項
目
白
は
必
ら
ず
記
入
し
、
被
評
定
者
が
モ
の
後
に
岩
名
す
る

Q

項

UVH
は
必
要
あ
り
と
認
め
ら
れ

た
と
さ
だ
け
記
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
に
何
ら
か
の
桓
度
で
将
来
に
向
ヮ
て
の
処
置
が
評
定
と

と
も
に
一
記
入
さ
れ
る
こ
と
は
、
大
空
注
意
味
を
も
っ
て
い
る
υ

す
在
わ
ち
人
事
考
採
が
世
な
る
批
判
で
は
な
く
、
将
来
に
向
っ
て
各
人

g 

の
適
正
配
置
と
能
力
伸
張
の
た
め
に
会
社
が
考
慮
し
て
い
る
こ
と
を
被
評
定
者
に
世
解
さ
せ
る
の
に
役
立
つ
。
と
の
制
度
に
対
す
る
従

業
員
の
反
感
を
軽
減
す
る
は
ず
で
あ
り
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
メ
ヤ
ミ
ッ
ジ
ョ
ン
電
機
会
社
社
ど
で
労
働
組
合
が
己
の
制
度
に
協
力

的
な
の
も
、
か
か
る
措
置
に
も
と
ず
〈
も
の
と
考
え

b
れ
る

よ
り
も
必
要
な
問
題
点
(
寸

E
E旨
間
口
O
E
ω
)

ま
た
己
ζ

で
各
人
に
対
す
る
教
育
訓
練
の
必
要
が
認
定
さ
れ
、
い
わ
ば
人
事
考
課
が
教
育
訓
練
に
直
結
さ
れ
る
。

を
確
認
し
た
訓
練
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
常
識
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
事
考
課
を

一
半
な
教
育
訓
綜

訓
練
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
有
意
義
な
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
友
い
。

し
か
し
教
育
訓
練
を
効
果
あ
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
外
か

b
(す
た
わ
ち
上
位
者
平
会
社
か

b
)
見
た
教
育

ω
必
要
点

の
発
見
ば
か
り
で
た
く

こ
れ
を
受
け
る
も
の
が
自
己
の
能
刀
を
伸
張
さ
せ
た
い
と
い
う
積
極
的
な
意
欲
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。



押
し
つ
け
ら
れ
た
教
育
は
効
果
を
生
み
に
く
い
。
そ
こ
で
面
接
に
よ
っ
亡
訓
練
の
必
要
性
を
被
一
評
定
者
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
も
怠
味
が

あ
る
が
、
最
近
は
改
善
白
目
標
を
被
評
定
者
自
身
に
立
て
さ
せ
る
方
法
が
と

b
れ
つ
つ
あ
る
。
改
善
の
自
己
目
標
主
立
て
さ
せ
る
の
は

人
事
考
課
を
改
善
す
る
第
三
の
方
法
と
同
え
よ
う
。
も
と
よ
り
己
の
場
合
、
評
定
者
が
評
定
結
果
を
も
と
と
し
て
指
導
し
た
が
も

J

、
協

議
白
う
え
決
定
す
る
の
だ
が
、
被
一
評
定
者
の
自
主
性
を
で
き
る
だ
け
尊
重
し
亡
、
次
の
評
定
時
ま
で
(
六
カ
月
あ
る
い
は
一
年
間
)
自

努
刈
目
標
を
立
案
さ
せ
記
入
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
亡
ま
た
次
期
の
人
事
考
課
に
当
っ

τは
、
己
の
目
標
の
達
成
度
が
評
定
の
ひ
と

つ
の
内
容
と
さ
れ
る
が
、
自
己
目
標
と
対
比
さ
れ
た
詐
定
は
被
一
評
定
者
に
と
っ

τ受
け
入
れ
や
す
い
も
の
と
な
る
と
い
う
副
次
的
効
果

も
あ
る
の

R
C
A
で
は
今
年
か

b
己
白
方
式
に
大
き
な
重
点
士
沿
い

τ、
ま

F
管
理
者
、
監
皆
者
層
に
実
施
し
た
が
、
結
果
が
よ
い
の

で
他
の
職
種
に
も
適
用
す
る
計
画
だ
と
い
う
。

)
 

l
 

(
 
回

E
5
2】

H
E
E百
戸
戸
円
。

E
2
2
0
0
H
W
Q
E
Q
h
b守
sash
ミ
ロ
旬
、
、
ミ
0
3
5言
。
一
時
日
戸
回
目

六

結

び

人
事
考
課
が
経
営
管
理
の
重
要
な
技
法
で
あ
る
こ
と
は
疑
仰
な
い
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
単
に
賃
金
調
整
の
た
め
に
用
い
る
か
、
さ

b

に
進
ん
で
組
織
の
有
効
性
向
上
の
た
め
に
も
、
ま
た
教
育
訓
練
の
資
料
と
し
て
も
活
用
す
る
か
と
い
う
点
と
、
そ
れ
ら
む
諸
目
的
に
も

用
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
い
か
に
合
挫
的
に
、
か
つ
被
一
許
定
者
に
納
得
さ
れ
る
だ
け
白
客
観
性
を
も
っ
て
実
施
す
る
か
と
い
う
点
で

あ
ろ
う
。

人
が
人
を
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
だ
、
と
い
っ
亡
し
ま
え
ば
そ
れ
士
で
で
あ
る
が
、
経
営
管
理
モ
の
も
の
が
人
々
の
協
働
在
確
保
す

る
た
め
白
手
段
で
あ
る
か
ぎ
り
、
で
き
る
だ
け
白
合
理
性
と
、
で
き
る
だ
け
白
客
観
性
を
も
っ
努
力
を
す
る
ほ
か
な
い
。
そ
し
て
被
評
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定
者
の
理
解
を
得
や
す
円
と
い
う
目
的
か
ら
、
人
事
考
一
課
を
む
き
る
だ
け
簡
単
化
す
る
と
い
う
の
も
、
例
え
ば
ス
タ

y
dタ
l
ド
・
オ
イ

ル
(
カ
リ
フ

a

ル
ニ
ア
)
、
オ
l

L

Y

(
イ
リ
ノ
イ
)
な
と
の
ゆ
き
方
も
、
い
ち
か
う
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

評
価
の
客
観
性
を
得
る
た
め
に
は
、
上
に
述
へ
た
工
う
に
監
督
者
、
管
理
者
に
づ
い
て
も
職
務
分
析
に
よ
っ
て
職
務
内
容
を
明
確
化

し
て
、
評
価
白
基
準
を
明

b
か
に
す
る
と
と
も
に
、
他
方
、
職
務
能
力
よ
り
も
職
務
の
具
体
的
左
遂
行
度
に
重
点
t
b
き
、
被
一
評
定
者

の
客
観
的
行
動
に
照
ら
し
て
評
定
す
る
み
法
が
と
、
b
れ
つ
つ
あ
る

具
体
的
な
職
務
遂
行
度
に
よ
っ
て
評
定
す
る
に
し
て
も
、
己
れ
を
客
観
的
に
行
う
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
友
い
。
従
っ
て
評
定
者

に
人
事
考
一
課
に
つ
い
て
、
ま
た
商
接
に
つ
い

τの
訓
練
を
で
き
る
だ
け
実
施
す
る
ほ
か
に
、
人
事
部
門
氏
考
課
の
専
円
九
タ
ッ
フ
を
置

吉
、
一
評
定
の
あ
と
被
一
評
定
者
と
の
面
接
に
入
る
前
に
、
己
の
λ

タ
ッ
フ
が
一
評
定
者
と
協
議
し
、
前
者
か

b
の
助
言
を
う
け
る
点
法
が
γ

カ
コ
大
学
の
マ
ッ
ケ

l
ず

η
ー
な
ど
に
よ
フ

τ推
奨
さ
れ
、
効
果
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
己
の
同
接
に
よ
り
一
評
定
者
が
見
逃
し

て
い
る
具
体
的
事
実
を
指
摘
し
た
り
、
評
定
者
に
よ
っ
て
評
白
川
む
甘
い
、
か

b
い
ω一
差
が
で
る
臼
を
調
整
し
七
り
、
将
米
の
処
置
へ
の

助
言
を
与
え
@
な
ど
の
方
法
が
と

b
れ
る
が
、
最
終
の
許
定
は
い
う
ま
で
も
芯
く
ス
タ
ッ
フ
で
た
く
、
評
定
者
日
責
任
で
あ
る
。

第
三
に
、
人
事
考
課
の
最
後
の
段
階
に
被
許
定
者
の
長
所
主
仲
ば
し
短
所
を
柿
強
す
る
た
め
の
改
善
方
策
を
立
て
、
あ
る
い
は
被
一
昨

定
者

K
能
力
主
仲
ば
す
た
め
の
白
己
目
標
を
立
て
古
せ
る
と
と
も
に
、
回
接
に
よ
っ
℃
許
定
治
工
び
改
善
方
策
世
話
合
う
。
と
れ
は
監

督
者
、
管
理
者
が
何
を
な
す
べ
き
か
を
理
解
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
教
育
訓
練
に
よ
っ
て
い
か
た
る
方
向
を
伸
ば
す
べ
き
か
の

方
向
、
す
た
わ
ち
教
育
訓
練
の
必
要
点
を
つ
か
み
、
さ

b
に
被
評
定
者
に
努
力
す
る
意
欲
を
起
さ
せ
る
と
い
う
効
果
を
も
つ
は
ず
で
あ

る
u

い
い
か
え
れ
ば
将
来
に
向
つ
て
の
人
材
養
成
の
目
的
が
こ
こ
に
強
く
結
び
つ
け

b
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
人
事
考
課
の
怠
義

と
効
果
を
納
得
さ
せ
る
の
に
大
き
く
役
立
つ
と
い
う
意
味
も
あ
る
。



要
約
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
人
事
考
一
謀
方
式
は
こ
む
よ
う
た
特
徴
を
も
っ
c

わ
れ
わ
れ
白
秘
密
主
義
の
、
モ
し
て
賃
金
調
整
の
た
め

だ
け
に
使
わ
れ

τ
い
る
人
事
考
課
に
対
し
て
、
考
え
る
べ
き
い
く
つ
か
の
点
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
白
で
あ
る
。
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